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滋賀県レイカディア大学 同窓 会 憲 章

1。 互いに助け合い、高齢者社会を生きる資質と、実践力を高めよう。

2。 心身の健康を保って、社会活動に積極的に参加し、高齢社会の支柱となって働こう。

3。 古き良きものを伝承し、新しさを生み出して、郷土社会の健全な発展に尽くそう。

4。 会員の研修および母校の発展に寄与する活動を積極的、持続的に推進しよう。

5。 社会の発展に即応する高齢者像の具現のために、励み合い、提携し合う輪を内外に

広めよう。

《平成6年 7月 H日制定》

滋賀県レイカディア大学同窓会

平成25年度中部支部活動報告書

年 月 日 行 事 名 0場 所

25 4 2 第 1回役員会 於 :東近江市福祉センター

本部第 1回常任理事会

県立長寿福祉センター

12 第 2回役員会 於 :東近江市福祉センター

27 中部支部だより配布

5 6 レイカ大第36期生募集チラシ配布

7 本部同窓会総会打ち合わせ

10 平成25年度本部総会開始

24 第 3回役員会 於 :東近江福祉センター

6 12 第36期生募集要項の配布

高齢者自主活動グループ支援情報配布

15 本部第 2回常任理事会・第 1回理事会

7 19 第 4回役員会 於 :ほんま日本料理店
8 19 第 5回役員会 於 :育毬登り||やわらぎホール

9 3 4支部交流GG大会

10 本部第 3回常任理事会

2 第 6回役員会 於 :東近江市福祉センター

年 月 日 行 事 名・場 所

25 10 23 第 7回役員会 於 :東近江市福祉センター

25 本部親善GG大会

12 中部支部一日バス旅行

12 9 本部第 4回常任理事会

26 21 第 8回役員会 於 :ほんま日本料理店
2 10 本部緊急理事会

於 :県立長寿福祉センター

21 本部第15回親善GG大会下見ラウンド

28 中部支部親睦GG大会

於 :ド ラゴンハットにて

3 14 第15回本部親善GG大会 (雨天により不開催)

於 :ふれあい運動公園

19 第 9回役員会 於 :東近江市福祉センター

3 24 本部第 7回常任委員会開催

4 26 第10回役員会および平成25年度監査会

5 8 平成26年度定期総会開催

於 :延命荘 (延命寺山公園内)

平成26年度中部

年 月 日 行 事 名・場 所

26 5 8 役員会 (総会終了後)於 :延命荘

26 滋賀県レイカデイア大学同窓会本部定期総会

於 :滋賀県長寿福祉センター (草津校 )

6 2 役員会 於 :延命荘

通期 本部役員会開催 (随時 )

通期 支部活動活性化への取 り組み

支部活動計画書

年 月 日 行 事 名・場 所

26
通期
支部役員会開催 (随時 )

於 :延命荘

7 中部支部親睦グラウン ドゴルフ大会

9 4支部交流 グラウン ドゴルフ大会

10 本部親善グラウン ドゴルフ大会

H上旬 一 日バ ス旅行
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収入の部〕

項   目 平成25年度予算額 平成25年度決算額平成26年度予算額 摘 要

前年 度 繰 越 金 120,354 120,354 88,412

本 部 会 費 114,900 94,500 100,500 会員 @700× 135名
新会員 @500× 5名

支 部 会 費 162,000 137,500 142,500 会員 @1,000× 135名
新会員 @500× 5名

総 会 収 入 40,000 0 0 1,000× 40 ZZ

活  動  費 272,000 2799200 287,000 親睦旅行 @6,500× 37名
4支部 G.G.@300× 129名

雑  収  入 33 31 33 利息

合 計 709,287 631,585 618,445

収 支 予 算 決 算 書
単位 :円

〔支出の部〕

滋賀県レイカディア大学同窓会  中部支部会則

第 1条 (目的)本会は、会員相互の親睦を図り、教養を高め、福祉の向上に資し、地域社会に貢献する

ことを目的とする。

第 2条 (名称)本会は、「滋賀県レイカデイア大学同窓会中部支部」と称し、事務所を支部長宅に置 く。

第 3条 (組織)本会は、滋賀県レイカディア大学卒業生で、中部地区内の在住者をもって組織する。

中部支部の範囲は、東近江市・蒲生郡 。近江八幡市安土地区とする。

第 4条 (役員)本会に、次の役員を置く。
1 理事 7名以上・監事 2名
2 支部長 1名 副支部長 2名 (う ち 1名は女性)庶 務会計 1名

①理事は、次の各分会 (八日市・五個荘・能登川。永源寺・安土。日野・竜三分会)

の長および支部長が委嘱した副支部長が就任する。

②支部長は、分会長の中から理事会において選出する。

③副支部長及び庶務会計は、支部長が委嘱する。

④監事は、理事会において選出され、会務・会計を監査し総会に意見を添えて報告す

る。尚、支部長の求めに応じて会議に出席する。

項   目 平成25年度予算額 平成25年度決算額平成26年度予算額 摘 要

本 部 納 入 会 費 114,900 94,500 100,500 @700× 135名、

総  会  費 60,000 0 0

活 動 費 450,000 423,839 388,500

親睦旅行 275,140円
4支部 G.G。 61,166円
入会金助成 @300× 5名
昼食 4,000円
支部 GG大会 82,033円

会  議  費 10,000 10,273 60,000 茶、菓子

交  通  費 5,000 1,000 1,000 監事旅費 2名

事  務  費 3,000 9,476 15,000 コピー、事務用品

通  信  費 10,000 1,085 10,000 郵送

慶  弔  費 15,000 3,000 0 @3,000× 1名

雑 費 10,000 0 10,000

予  備  費 31,387 0 33,445

合 計 709.287 543,173 618.445



平成 26年 5月 31日 中部 支 部 だ よ 第 27涯卜 (4)

⑤役員は、総会において承認を得るものとし、任期は2年 とする。
但し、再任は妨げない。補欠による役員の任期は残任期間とする。

⑥同窓会本部の理事は、3名選出し、うち 1名は支部長 (本部会則)と し、他の2名
は原則副支部長とする。但し、年度の諸事情を考慮できる。

第5条 (会議)本会は、毎年 1回総会 (代議員制も可)を開催するものとし、必要に応じて理事会 (通
称 :役員会)を開催する。会議は支部長が招集する。

第 6条 (事業)本会の目的を達成するため、講習会、研修会、レクレーション等を行う。本部の行う事
業については、極力これに参加するものとする。

第 7条 (会計)本会の経費は、年会費・特別会費・寄付金等を以て支弁する。
①年会費は、1,000円 とする。但し、88歳以上の者及び当該年中に88歳になるものは

年会費を免除する。尚、年会費を免除されたとはいえ、会員資格を失うものではない。

②本会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり3月 31日 に終わる。

第 8条 (監査)理事会は、年度末において活動報告書・会計収支決算報告書を作成し、監事の監査を受
け、総会に報告しなければならない。

第 9条 (帳簿)本会に、次の帳簿を備える。
会計簿・記録簿・役員名簿・会員名簿。

第10条 (改廃)本会則の改廃は、総会において出席者の過半数の議決を得るものとする。

以上

附 則

i平成25年 4月 30日  第 4条を改正し、役員の定数・選出方法・分限 0任期 0本部理事等の規定を明
確にした。

五平成25年 4月 30日  第 7条を改正し、年会費免除規定を設け、会員資格との関係を明確にした。
面平成25年 4月 30日  第 8条を改正し、監査規定を設け、総会への報告義務を明確にした。
市平成25年 4月 30日 慶弔規定 (旧 。第 9条)を 削除し、会員死亡時の「香典」を廃止した。
v平成26年 5月 8日 第4条⑥本部理事選出条項および第 5条の会議条項を整備した。

以上、平成26年 5月 8日 から施行する。
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し
て
か
ら
は
学
ぶ
意
欲

が
薄
く
な
っ
て
希
望
者
が
出
て
こ

な
い
状
況
で
会
員
が
増
え
る
見
込

●
夫
■
人
一新
任
Ｙ
●
一
●
●
●
一
●
●
●
一

地
一域
一文
一化
学
科
一一一一⌒．一冊
・総
務
一一部
長
一・一一一■
一部
支
部
長
）

●
男
■
人
新
任
Ｙ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
一

一園
芸
学
一科
一・一（前
一事
務
局
長
●
大
津
支
部
一長
）

一●
■
■
＾
新
任
Ｖ
●
●
●
●
●
■
●
●
■
一

園
芸
学
一科
（湖
一東
支
部
長
γ
●
●
■
●
■
●

●
男
■
■
一兼
任
Ｙ
■
●
●
●
●
●
●
●
●
一

園
芸
学
一科
・・・（前
一事
・務
局
・長
，
大
一津
支
部
一長
）

●
男
●
一人
一新
任
Ｖ
●
●
●
●
●
■
■
●
●
一

園
芸
学
科
（近
一江
八
一幡
支
一部
長
γ
●
■
■
一

●
功
●
一人
一新
任
Ｖ
●
●
●
●
●
●
●
●
■
一

園
芸
学
科
一一（一一刷
一会
計
担
当
／
草
津
．一一一一菜
東
支
部
長
）

■
夫
●
■
一．新
任
▼
■
●
●
●
●
■
●
●
●
一

文
化
学
一科
（草
津
●
栗
東
支
一部
Ｙ
●
●
●
一

こ
の
二
年
間
、
支
部

・
分
会
の

世
話
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
多
く
の
方
と
出
会
い

学
び
の
場
を
頂
戴
で
き
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

今
日
、
世
の
中
で
は
高
齢
者
の

生
き
方
が
色
々
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「健
康
長

寿
」、
「感
謝
」
、
「社
会

へ
の
恩
返

し
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

我
々
レ
イ
大
卒
業
生
は
、
こ
れ
ら

の
率
先
実
践
者
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。
私
事
で
す
が
、
先
日
レ
イ
大
卒

後
７
年
目
の
ク
ラ
ス
会
で
の
こ
と
。

同
窓
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
に

よ
る
本
来
の
分
会
活
動
は
停
滞
気

味
で
す
。
か
つ
て
の
先
輩
諸
氏
の

残
さ
れ
た
立
派
な
功
績
を
見
て
学

ん
だ
経
緯
の
あ
る
な
か
で
、
時
代

の
う
つ
り
変
わ
り
と
共
に
、
こ
の

先
、
役
員
の
引
き
受
け
手
も
ま
ま

ち
歳
を
感
じ
さ
せ
る
人
で
し
た
。

こ
の
方
達
の
共
通
点
は

「何
も
活

動
を
し
て
い
な
い
人
」
で
し
た
。

健
康
長
寿
の
た
め
に
は
、
社
会

と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
活
動
を
通
じ

て

「出
会

っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
、

笑
っ
て
」
、
こ
れ
が
元
気
の
素
だ

と
思
い
ま
す
。

会
員
諸
氏
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
２
年
間
の
ご
支
援
ご

協
力
の
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

永
源
寺
分
会
は
、
こ
こ
拾
数
年

ら
い
卒
業
生
が
居
な
く
な
り
弱
小

分
会
で
前
日
も
長
老
が
亡
く
な
り

現
在
は
、
九
十
代
、
八
十
代
、
七

十
代
の
三
名
で
す
。
分
会
と
し
て

活
動
も
出
来
な
く
、
支
部
活
動
に

一■
一　
総
員
２２
名
中
１９

．ギ
・・・　
名
出
席
、
彦
根
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含
め
年
々
高
齢
化
と
分
会
員
の
減

少
は
避
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（仮

称
）
で
の
活
動
を
通
し
て
レ
イ
大

Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
、
新
し
い
会
員
さ

ん
と
共
に
参
画
し
地
域
で
の
交
流
、

親
睦
の
場
づ
く
り
こ
そ
が
会
員
相

互
の
出
遇
う
こ
と
の
楽
し
さ
と
健

康
に
励
み
が
つ
く
事
に
な
り
ま
す

分
会
で
の
独
自
活
動
と
し
て
地
域

の
歴
史
文
化
の
継
承
の
為
の
役
に

立
ち
た
い
も
の
で
す
。

一騨
一一一脚脚蹄
・・・一一一一肩
＝膊
一一一繭
リ

”素
晴
ら
し
い
作
品
を
見
る
こ

と
は
、
よ
い
勉
強
に
な
る
“
と
よ

く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
。
我
々
の

仲
間
が
誘
い
誘
わ
れ
て
各
種
の
陶

芸
展
を
観
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
持
っ
た
作
家
の
作
品
を
観
賞
し

終
わ
る
と
、
　
”ウ
ー
ン
素
晴
ら
し

い
“
と
い
う
感
動
が
湧
い
て
き
ま

す
。
我
々
の
質
問
に
つ
い
て
も
、

細
か
く
説
明
を
し
て
い
た
だ
け
る

事
も
あ
り
、
す
ご
く
有
難
い
こ
と

で
、
次
の
作
品
に
是
非
そ
の
技
術

を
生
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
湧

い
て
き
ま
す
。
ま
た
、
仲
間
同
士

の
質
問
の
投
げ
か
け
や
他
愛
も
な

い
雑
談
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
、
有
意
義
な

一

日
と
な
り
ま
す
。
我
々
と
同
じ
く

定
年
後
に
陶
芸
を
始
め
た
と
い
う

方
が
街
中
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示

会
を
開
い
て
い
る
と
い
う
事
例
も

あ
り
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
展
示
会

等
で
素
晴
ら
し
い
作
品
の
鑑
賞
は
、

よ
い
勉
強
に
な
る
と
確
信
し
た
次

第
で
す
。

私
の
レ
イ
　
　
難
し
く
、
休
ま
な
か
っ
た
ら
ほ
ぼ

カ
デ
ィ
ア
大
　
　
‐００
％
卒
業
と
い
う
わ
け
で
卒
業
し

学
へ
入
学
し
　
　
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
レ

た
訳
を
話
し
　
　
イ
カ
の
学
友

（今
も
月
１
回
会
合

た
い
と
思
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
を
持

っ
て
い
ま
す
）
と
出
会
い

の
事
務
局
を
勤
め
る
に
は
レ
イ
カ
　
　
色
々
と
人
生
訓
を
教
え
て
頂
き
蒲

を
卒
業
し
て
い
る
こ
と
と
い
う
こ
　
　
生
老
人
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
を
勤
め

と
で
し
た
。
そ
こ
で
事
務
局
を
勤
　
　
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
事
務
局
は

め
る
か
た
わ
ら
事
務
員
の
助
け
を
　
　
大
変
忙
し
く
、
次
か
ら
次
へ
と
行

得
て
通
っ
た
わ
け
で
す
。
皆
様
も
　
　
事
が
あ
り
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま

ご
存
知
の
よ
う
に
入
学
は
非
常
に
　
　
し
た
。
し
か
し
段
々
と
年
と
共
に

制岬一̈中椰
織
．聯
轍”檄
榊
脚凸̈一一”一一償
辟
一鰤蛉
一椰
一

昨
年
９
月
卒
業
し
て
早
や
半
年
　
　
た
。

「最
初
は
大
変
だ
っ
た
が
、

を
過
ぎ
ま
し
た
。
在
学
時
に
は
仲
　
　
作
業
仲
間
が
出
来
た
の
が
う
れ
し

間
を
作
り
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
、　
　
い
。
」
ク
ラ
ス
で
は
６
人
の
仲
間

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
意
識
を
高
め
る
　
　
と

「元
気
な
シ
エ
ア
社
会
作
り
」

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「地
域
体
　
　
の
テ
ー
マ
で
社
会
福
祉
協
議
会
な

験
学
習
委
員
会
」
の
ま
と
め
役
を
　
　
ど
を
訪
問
し
、
卒
業
報
告
を
作
成

担
当
し
ま
し
た
。
６
ク
ラ
ス
２０
人
　
　
し
ま
し
た
。
卒
業
し
た
現
在
は

の
担
当
者
と
個
人
報
告
集
を
作
成

　
　
「町
づ
く
り
協
議
会
」
関
連
で
協

し
、
ま
た

「
新
入
生
歓
迎
報
告
　
　
釜焚
バ
執
行
部
、
雪
野
山
歴
史
公
園

会
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
　
　
の
整
備
作
業
、
朝
市
開
催
、
小
学

し
た
。
こ
ん
な
発
言
も
あ
り
ま
し
　
　
生
見
守
り
隊
、
老
人
グ
ラ
ウ
ン
ド

身
体
が
つ
い
て
こ
な
く
な
っ
て
来

た
と
き
、
幸
い
次
の
事
務
局
の
方

が
見
つ
か
り
、
こ
の
４
月
末
で
退

職
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
ら
ど
こ
か
で
聞
き
つ
け
て
こ
ら

れ
た
の
か
、
い
や
と
言
う
わ
け
も

言
え
ず
、
こ
の
度
中
部
支
部
副
部

長
と
い
う
大
役
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
何
ぶ
ん
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
皆

様
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
」
に
あ
り
、

「日
常
生
活
、

味
の
延
長
線
で
行
き
た
い
」
と

え
て
い
ま
す
。

編
嗚
畿
認

風
が
薫
り
、
緑
が
滴
っ
て

心
も
体
も
癒
さ
れ
る
好
時
節

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２６
年
度
の
総
会
も
無

事
に
終
わ
り
、
様
々
な
課
題

を
掲
げ
な
が
ら
も
新
し
い
年

度
が
勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
致

し
ま
し
た
。

さ
て
、

「中
部
支
部
だ
よ

り

。
第
２７
号
」
の
発
行
に
か

か
る
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
な
が
ら
、
総

会
の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら

せ
し
、
新
支
部
長
の
思
い
が

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
さ
れ
、
実

の
有
る
も
の
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま

す

。
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